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寬
政
八
ギ
餅
勢
.の
藤
堂
藩
に
起
っ
た
百
姓

1

挟
は
そ
の
原
因
が
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の 

:

で
あ
え
0
こ
の
百
姓J

檢
に
關
し
て
は
、
太
旧
南
敏
の

「
一

話

I

言」

の
卷：一

1

十<

に
あ
る
外
に
"「

寬

政1

換
岩
立茨

-!

な
る
板
本
が
あ 

る
0
ぶ1

者
は
勢
州
，律
の
堀
川
町.幅
旧
氏
：手
：紙
寫
と
あ
み
、
實
際
に
こ0
騒
動
に
：遭
遇
し.た
者
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
？
後
者
は 

未
：だt

見
す
る
機
含
を
得
な5,

が 
>ハ
圓
カ
弘
克
氏
縣
感
史
地
想
參
者
書
解
題
ぎ
一
に
依
れ
ぱ
ン
一

‘

メ

「

寬
政
八
年
津
藩
主
藤
堂
高
敦
ス
時
、
镇
內
ノ
襄
夫
ガ
暴
動

デ
®
！

シ
‘タ：

ル
®

^
ヲ
記
シ
タ
.ル
ン
ノ
ナ
リ
ハ
著
者
一
志
郡
綱
原
.
&
ビ
い 

-

夢」
I.

チ
天
狗
旧
"
聞
キ
ト
巧
タ
ル
由
ヲ
序
文
，一
一
載
.セ
タ
ま
、ツ
草
蔭
冊
子
よ
收
ム
ヵ
省
序
キ
寬
政
九
年
H
ポ 

サ
レ
ド 

，
卷
末
.：,

t

マ
：i

政
よ
り
享
和
文
化
文
政
に
移
り
米
價.四
ホ
後
替
.に

至

御

代

萬
®
を
駒
し
た
，る
目
出
度
た
め
し
ケ
爱
に
あ
ら
ま
し
顧
は 

-
す
此
小
冊
實
に
國
家
の
秘
事
な
れ
ば
み
だ
力
に
披
見
す
ぺ
か
ら
す
.
®
i
,
>
s
v

どK

完
結
セ
リ
、
：故 
ー1
後 

ぺ
シ
レ(

「

三
重
M
史
談
#
々

ま

第
S
卷

第

，九

號

所

載

¥
-

::: 

r,:

レ,:::

力
：

r 

. 

V 

:

ご
.，，：

：

<
こ
の
解
題
に
寬
政
八
ギ
潍
藩
の
當
主
を
高
敦
と
し
て
ゐ
る
の
ほ
誤
り
で
あ
ら
ぅ
。
激
政
四
年

I

に
は
弟
の
高
祟
が
す
で
に
封
を
受
け
て 

..安
濃
,
騎
動
-記 

八4̂

 *ir*iiieK.. (.I *1\

七
九〕



iPif
, IPS

i  J，

4 1 , 

|H

- am

一
眞
相
を
理
無
せ
す
し
て
騒
動
を
起
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
又
他
面
よ
り
見
れ
ぱ
全
ぐ
舊
慎
の
廢.

M

に
よ
っ
て
急
激
な
る
變
化
の
生 

ン
す
る
事
を
き
か
つ
た
綠
果
に
外
な
ら
ぬ
と
思
か
0.」

(
r

百
姓
ま
の
研
究

y
|

四
二
下
四
5
 

:

土
地
平
.

均
の
理
想
に
依
る
改
革
が
行
は
れ
得
な
か
っ
た
の
は
♦

恐
：ら
く
單
に
こ
の
間
題
の
み
な
ら
す
、
當
時
同
藩
に
あ
っ
て
民
政
を 

改
革
せ
ん
と
す
る1

派
が
な
し
た
種
々
な
る
改
革
が一

般
民
衆
の
反
感
を
買
っ
て
ゐ
た
が
た
め
で
あ
ら
う
。
.即
ち
土
地
割
替
だ
け
が
原 

因
を
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
以
前
か
ら
行
.

は
れ
た
改
承
が
民
心
を
刺
戟
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
今
‘

「

騒
動
記J
の
序
文
を 

紹
介
し
て
、.
.

そ
こ
に
現
れ
た
反
改
革
の
.

意
見
を
檢
し
て
見
よ
う
？

-

,
‘

'「

天
の
.悪
む
所
<
必
詩
ス
ァ
上S

H
t

リ
下
萬
民1

一
至
迄
'可
慎
參
天
理
わ
考
へ.無
理
非
道
無
之
處
日
夜
可
有
心
得
所
、
當

時

の

和

泉

，
 

守
殿
^
申
仁
を
、
元
來
三
拾
五
萬
石
の
領
主

n

無
.之
、
、甚
し
ぐ
口
地‘を
領
し
在
之
し
に
、
先

組

の

惠

ミ

哉

、
，
本
家
世
繼
絶
、
分
家

,
t
リ
相
續11

被
參
し
事
ス
身
分
，不
相
應.の
仕
合幸
！！

な
ら
を
ま
、
右
め
：領
主
と
な
ら
れ
、
入
府
已
來
今
年
迄
、
能
|
1
^
{
も
無
之
、
少
身 

.
ミ
リ
-

K
：

家

，へ
相
續11

去
.

5

ぐ
れ
、
ふ
相
應
：の
行i
>
.奢

-
!長
し
、
依

詣

贿

ひ

年

た

ふ

足

n

付
、
，.神
佛
の
大
切
な
脳
金
子
杯
を
數
多 

リ
，一̂
仏t̂

、
，

得I

し
同
様11.

打
倒
へ
し
、
を
の
k
領
國
之
神
木
佛
木
、
古
张.
.
.
"
神
佛
，

n.

な
ら
？
：し
有
來
^
古
木
ふ
殘
伐
滞
え

ヴ
、
 

マ
、

の
：家
来i

も
御
®
筋中立ゆ得愚得，

H
御
心
み
叶
ひ
、
出

懷

T
役
人
度
是
を
う
ら
や
ミ*
其
心
を
以
チ
卞AZ

民 

.の
政
事
迄
も
，.
.困
窮
を
ふ
顧
、
愚
得
の
心
ュ.叶
ひ
出
情
を
悅
ひ
、
六
年
己
前
迄
他
領
ミ
リ
過
半
の
金
子
領
分
村

A/

融
通
い
-1/

し
有
之 

^
所
> 
役
人
り
倍
奸
を
以
、.
.
#入
金
銀
元
利
返
さ2̂,

を
穆
ュ
村AZ

ね
申
付
>
:取
立筋

：.〈

彌
以
i

、下M

耳
姓
：之
身4

て
金
子
之
出 

&

打
倒
シ
か
事
故
、

；

今
日
：

if

成
.ル

ム

.操
合

：

I

切a
：

艰
兼
、M

行
無
之
、
依
么
願
書
追/
$̂

レ
±
て
も
、'
:百
姓
方
の
.願
；

5

取
次
ル 

をV
、

役
人
0
身
の
爲n

ふ
相
成
、
，
そ
i
故
.願
*
取
次
ふ
申i

：

ト
：□

□
立
行
手□

1C

之
儘
、
賺
申
合
と
も
な
く"
，
御
領
內
申
合i：

樣 

' 

.
#
同

氣r?

我
わ
"

と
安
濃I

f

へ
：數
萬
人
.押
出
し
ル
叟
、，
恐
敷
次
第
；？
，

i.

無
理
非
道
の
：働
ど
致.ル
事
，
：i

ケ
治
だ
之
大
將S.

愚
を
□
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i

安
濃
,

騒
動
記
、

. 

八

八

：

(
H

ハ
八
0

)

. 

.

ゐ
た
か
-

^

ホ
：あ
る
.
0 

■ 

/

 

r
 

■

,

.

今
こ〜

.

に
紹
介
せ
ん
止
：す
る
安
濃
律
禅
割
騒
動
記

J
:
/

は
半
紙
五
救
ぱ
か
り
の
小
冊
子
で
あ
る
。
か
っ
又
そ
の
肥
述
も
客
觀
的
に
公 

平
に
叙
述
さ
：れ
た
も
0

せ

は
な
む

し

ろ

當

時

の

：民
：政
改
革
派
に
對
し
て
不
當
と
思
は
れ
る
く
ら
ゐ
.

の
反
感
を
有
，

0
:

て
#

か
れ
て
ゐ 

る
？
：#

者
ふ
银
代
も
不
明
で
あ
る

が，：恐
あ
く
改
革
派
の
反
對
者
に
：依
て
記
さ
れ
た
も
P

⑦
あ
ら
ぅ
。
前
述
.

の

「

岩

立

茨

」

.

.
に

し

て 

も

，
；
.

又
.
.

「
r

k

話

一

言

」

，
；
‘

の

記

事

にレて
，
も

、

あ

る

ひ

：
は

天

狗

話

に

借

力

3

,

あ
る
.

ひ

は‘
：̂
此
度
さ
®
顧
は
に
書
記
候
事
渾
候
故
昔
础
し
の 

機
に
な
ぞ
ら
べi

:
:

て

ゐ

る

わ

，
に

"
^M

'

の
小
寫
本
i

截

に

賞

主

：
和

東

守

を

か

？
な

：み

過

激

を

：も

思

は

る

k

會
葉
を
以
つ
て
.

批
評
レ
て
ゐ
'

る
。 

資
料
と
U

力
見
れ
ぱ
本
書
の
如
き
は
d

あ
ま
り
M

値
あ
る
も
の
お
考
へ
：ら
れ
な
.

5

が
、
民
政
の
.

改
革
が
如
何
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
か
、 

又

よ

，

意

味

め

：，
改

革

も

見

方

'

依

Q
.

て
；は
如
何
に
惡
意
に
解
さ
れ
、
如
何
に
大
事
仲
を
誘
發
ホ
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
上
に
多
少
の 

役
に
.

立
つ
で
あ
ら
ラ
O

A

V
 

.

M

V

,
 

’：
 

m

 4
:

換
の
原
因
ゆ
っ
い
セ
黑
正
厳
氏
は
次
ぎ
の
如
述
べ
て
：わ
る
。

；
4

 

.

,

,

「

之
は
領
内
の
農
民
.

の
多
數
が
土
地
を
失
ひ
小
作
人
に
成
り
下
り
て
生
活
が
困
難
と
な
り
、
從
て
又
農
村
の
租
税
負
担
力
が
減
少
し 

た
の
で
、
こ
，の
弊
を
救
ふ
爲
め
、
鎮
ほ
の
' I

部
に
舊
艰
よ
り
行
は
れ
て
ゐ
た
田
地
割
携
a

&

法

の

，
有

利

な

.

る
.

を
見
て
、
新
に
之
を
他 

の
地
方一

般
に
實
施
せ
ん
と
し
た
事
が
動
因
と
な
っ
て
居
る
。
土
地
を
失
へ
ろ
農
民
に
對
し
て
地
主
か
ら
土
地
を
取
り
上
げ
て
班
給 

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一

般
の
農
民
は
大
に
之
を
歡
迎
す
べ
き
醫
で
あ
る
に
拘
は
ら
す
、
却
て
之
に
反
對
す
る
と
い
ふ
奇
異
の
結
果 

に
了
っ
た
0
 

r
1

話

一

言』

に
も『

別
て
困
難
の
在
所m
十

n

ケ
村
へ
地
平
：

f

申
付
候
ま
-<是
は
其
村
の
高
を
御
上
へ
不
殘
召
上
ら 

れ
、
百
姓
貧
富
を
不
分
、S

-

乙
な
し
に
平
し
、
由
.

畑
割
合
に
作
ら
せ
ら
る〜

趣
被
仰
出
候
處
、
甚
以
百
姓
方
上
下
と
も
歸
服
不
仕』 

と
あ
る
。
之
は
無
知
な
る
農
民
が
、
，土
地
を
沒
牧
せ
ら
る
、
事
に
よ
っ
て
大
損
失
を
蒙
る
地
主
や
庄
屋
等
の
煽
動
に
乘
り
、
事
實
の
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理
^
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ホ
ぬ
道
理
l
.し
す
、}
K
©ゅ
®
.し
ふ
給
、
誠
夭
載
、s
家
を
浪
む
客
象
か
れ
ぺ
是
わ
見F
ク
籍
も
"
そ̂
^
ほ̂

、
あ
む
ざ
き
M
奈

，

k
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J 
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り

藤
堂
觀
泉
守
高
祟
はi S

同
氏
佐
等
高
瓶
の
襄
モ
と
な.
ウ

だ

’

冗

萬

き

千

石

"
.
ぶ

居

の

被

^

.

:

.

-

:

.
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■

マ
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,

た
§ 

•
冗
あ
る
。.：：こ
れ
身
：分
ポ
相
應0
出
^
と
呼
ぱ
る
、、
斯
ゆ
；
^

れ

る

。
？

〈

こ

が

藤

堂

家

§
撒̂
廣
に
<
い̂
て
多
少
！̂
凍

の

；黯

；
^

>

ぷ
ボ
、
令 

と
-
ホ̂
は
間
題
外
サ
わ
る
か
か
言
及
し
な5)

。
，：'
,
-
1ーリ.
.

:,
 
.
 

v
-
.
=

高
敦
の
代
'に
な
っ
て
か
レ
れ
ま
革
に
は
、
第.ニ.
'に
金
银
赏
借
に
關
す.る
も
の
が
あ
る
。.上
"述
の
記
述
だ
.け
で
は
甚
だ
‘明
瞭
で
な
'い
が
、 

何
か
餐
捐
に
；鶴
や
る
龙
法
を■
用
V
た
ゃ
う
：：

れ
るt「

1
話

.！：；言
：！：

に

跨

バ

「

鄉

化

借

ゆ

<
i
n
i

步
称
に
被
仰
出
、中
分
は
迷
惑 

い
だ
し
候
へ
ど
も
、‘

i
i

き
敦
悅
條
故
、
是
等
に
，で

t
K

且
納
罷
候

J 

^
^
取

ôo. 

雨
者
を
比
較
：し.て
.見
る
と
、"
.
r
^
騒
動
缸」

◎
ほ
誇
張
的
記 

述
，化
あ
る
.こ
'と
が
明
か
ま
解
る0
し
か〕

金
融
ね
極1

か
ら
生
か
'る
#
平
は
が
な
ゎ
，强
ぐ
存
存
し
て
ね
を
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
'

5

1
か

改

举

本

の

伐

採

で

か

る

？

「
T.

載

T

ま

」

に
'を

、n
佛
領
輕
仗
と
て
旧
畑
べ
障
化
ボ
候
樹
木
、
神
社
地
拓
構
ひ
な
ぐ
^ ̂H

 

畑
陰
に
成
银i

か
碟
做
衞
r
ポ
當，4:=^
不
伐
樹
木
！
：不
構
傲
癖
艇
故
、.田
方
は
宣
敷
相
威
候
地
面
も
出
来
候
也
し
と
述

Y

て
ゐ
る
0
.こ 

に
ぱ
そ
れ
？

l
E
^

ど

し

は

む

しt
O

善
化
せ
あ
ら
う
0
マ
レ
か
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が

し

、

，
大

晦

ま

：
翌

寬

政

：

K

年

元

旦

、

.
こ

日

金

>
.に
鎭
，f

歸
し
た
ゆ
ら
し
レ
ー
プ
從

.
9

て
上
S

韻
記」
め

岡

本

ま

養

的

物

語

は

恐

ち

ぺ

單

舰

空

談

や̂

か
®
/
.か
う
し
た
良
臣
の
英
雄
的
行
動
が
百
姓S

の
中
に
風
贊
ら
し
ぐ
傳
へ
ら
れ
てt

の
を
見
る
。
か
う
し
た
■

の
資
料
は
取 

饭
上
十
分
間
到
な
る
用
意
が
必
要
で
あ
る
。
唯
如
何
な
る
事
仲
に
對
し
て
も
成
心
を
以
つ
て
こ
れ
を
觀
察
す
る
時
に
は
、
如
何
な
る
記 

述
も
可
能
に
な
る
。
上
に
紹
介
せ
る

「

騒
動
記」

の
如
き
も
改
革
に
對
す
る
反
感
を
基
礎
と
し
て
描
寫
せ
る
實
錄
で
あ
ら
う

0
こ
の
黯
を 

顧
慮
し
て
こ
の
書
を
觀
察
す
れ
ば
、
矢
張
り

1

0
の
重
耍
な
る
資
料
と
な
り
得
る0
佐
々
木
某
が
實
在
の
人
彻
で
あ
る
か
如
何
か
は
不 

明
で
あ
る
が
、
彼
の
如
き
由
緒
あ
る
地
方
豪
家
が
あ
つ
た
と
す
れ
ぱ
、
恐
ら
く
こ
の
新
改
革
に
尉
す
る
反
對
の
急
先
鋒
で
あ
つ
た
ら
う
。 

彼
を
そ
の
代
表
者
と
見
る
時
に
、
こ
の

「

赚
動
記」

の
書
か
れ
た
動
機
、
.又
從
つ
て
こ
の
赚
動
の
由
來
す
る
中
心
が
何
處
に
あ
つ
た
か
も 

推
知
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う。
.

.

.因
み
に
解
が
本
誌
本
年
八
月
號.に
寄
稿
し
た
，

「

本
居
宣長

：.

の
社
會
經
濟
思
想」

中
に
註
と
し
て
引
用
し
た
寬
政
九
年
正
月
八
日
並
び 

に
同
廿
七
日
付
の
書
簡
は
、

こ
の
地.割
騒
動
に
つ
.い
て
の
報
告
で
，あ

る(

八
月
號
五
六
貢)

。
參
照
さ
れ
、
ぱ
多
少
の
興
味
は
あ
ら
う
。

(

昭

和

十一

年
十
月
十
九
日
稿)

安
濃
津
廣
動
記 

(
一

六
八
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